
数学３ １章 式の展開と因数分解「多項式の乗法」＜準備問題①＞

組 番 名前

１ 次の計算をしなさい。

(１) (－３ａ)×６ (２) ４χ×３ｙ

２ ２(３) (－４χ )×(－２χｙ) (４) (－４ａ)

(５) －３(－４ｍ＋７ｎ－１)

２ 次の計算をしなさい。

(１) １８ａ÷３ (２) ３０ａ÷(－５ａ)

(３) ２０ａｂ÷４ａ (４) ２４χ ÷(－６χ)３

(５) (２４χ－４ｙ＋８)÷(－４)



＜準備問題①・解答＞数学３ １章 式の展開と因数分解「多項式の乗法」

１

(１) －１８ａ (２) １２χｙ (３) ８χ ｙ３

(４) １６ａ (５) １２ｍ－２１ｎ＋３２

２
２(１) ６ａ (２) －６ (３) ５ｂ (４) －４χ

(５) －６χ＋ｙ－２



１

４
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数学３ １章 式の展開と因数分解「多項式の乗法」＜準備問題②＞

組 番 名前

１ 次の計算をしなさい。

(１) ａ(２ｂ－ｃ) (２) (３ａ－４ｂ)×５ｃ

(３) ５χ(４χ－２) (４)

(５)

２ 次の計算をしなさい。

(１) (７ａ －３ａ)÷ａ (２) (１２χ －１８χ)÷６χ２ ２

(３) (２０ａχ－１５ａｙ)÷５ａ (４) (ａ －２ａｂ＋ａ)÷ａ２

(５)



＜準備問題②・解答＞数学３ １章 式の展開と因数分解「多項式の乗法」

１

(１) ２ａｂ－ａｃ (２) １５ａｃ－２０ｂｃ (３) ２０χ －１０χ２

(４) ａ －３ａｂ－２ａｃ (５) －８χ ＋４χ －２χ２ ３ ２

２

(１) ７ａ－３ (２) ２χ－３ (３) ４χ－３ｙ (４) ａ－２ｂ＋１

(５) １５ａ＋１０ｂ



数学３ １章 式の展開と因数分解「多項式の乗法」＜基本問題＞

組 番 名前

１ 次の式を展開しなさい。

(１) (χ＋５)(ｙ＋３) (２) (－２χ＋３)(χ－１)

(３) (χ＋２)(χ＋ｙ－２)

２ 次の式を展開しなさい。

(１) (χ＋４)(χ＋６) (２) (χ＋６)(χ－８)

２(３) (χ－２)(χ－５) (４) (χ＋７)

(５) (χ－０５) (６) (χ＋１１)(χ－１１). ２

(７) (－χ＋３)(－χ－３)



＜基本問題・解答＞数学３ １章 式の展開と因数分解「多項式の乗法」

１

(１) χｙ＋３χ＋５ｙ＋１５ (２) －２χ ＋５χ－３ (３) χ ＋χｙ＋２ｙ－４２ ２

２

(１) χ ＋１０χ＋２４ (２) χ －２χ－４８２ ２

(３) χ －７χ＋１０ (４) χ ＋１４χ＋４９２ ２

(５) χ －χ＋０２５ (６) χ －１２１２ ２.

(７) χ －９２

【解説】

(１)～(３) (χ＋ａ)(χ＋ｂ)＝χ ＋(ａ＋ｂ)χ＋ａｂを利用する。２

(４)～(５) (ａ＋ｂ) ＝ａ ＋２ａｂ＋ｂ を利用する。２ ２ ２

(ａ－ｂ) ＝ａ －２ａｂ＋ｂ を利用する。２ ２ ２

(６)～(７) (ａ＋ｂ)(ａ－ｂ)＝ａ －ｂ を利用する。２ ２



数学３ １章 式の展開と因数分解「多項式の乗法」＜応用問題①＞

組 番 名前

１ 次の計算をしなさい。
２(１) (３χ－５)(３χ－２) (２) (３ａ－５ｂ)

(３) (４χ－７ｙ)(４χ＋７ｙ) (４) (ａ－ｂ＋３)(ａ－ｂ－８)

(５) (ａ＋ｂ－６) (６) －４ａ(６－２ａ)＋５ａ(ａ＋３)２

２ ２ ２(７) (χ－６)(χ＋６)－(χ－３) (８) ８(χ＋２) －２(３χ－２)

， 。 ， 。２ 工夫して 次の計算をしなさい どのように工夫したかわかるように 途中の計算も書きなさい

(１) ３０２ (２) ５３×４７２

【思・判・表】



＜応用問題①・解答＞数学３ １章 式の展開と因数分解「多項式の乗法」

２ ２ ２１ (１) ９χ －２１χ＋１０ (２) ９ａ －３０ａｂ＋２５ｂ

(３) １６χ －４９ｙ (４) ａ －２ａｂ＋ｂ －５ａ＋５ｂ－２４２ ２ ２ ２

(５) ａ ＋２ａｂ＋ｂ －１２ａ－１２ｂ＋３６２ ２

(６) １３ａ －９ａ (７) ６χ－４５２

(８) －１０χ ＋５６χ＋２４２

【解説】

(１) (χ＋ａ)(χ＋ｂ)＝χ ＋(ａ＋ｂ)χ＋ａｂを利用する。２

(３χ－５)(３χ－２)＝(３χ) ＋{(－５)＋(－２)}×３χ＋(－５)×(－２)２

＝９χ －２１χ＋１０２

(２) (ａ－ｂ) ＝ａ －２ａｂ＋ａｂ を利用する。２ ２ ２

２ ２ ２(３ａ－５ｂ) ＝(３ａ) －２×５ｂ×３ａ＋(５ｂ)
２ ２＝９ａ －３０ａｂ＋２５ｂ

(３) (ａ＋ｂ)(ａ－ｂ)＝ａ －ｂ を利用する。２ ２

２ ２(４χ－７ｙ)(４χ＋７ｙ)＝(４χ) －(７ｙ)
２ ２＝１６χ －４９ｙ

(４) ａ－ｂ＝Ｍとおくと

(ａ－ｂ＋３)(ａ－ｂ－８)＝(Ｍ＋３)(Ｍ－８)

＝Ｍ －５Ｍ－２４２

＝(ａ－ｂ) －５(ａ－ｂ)－２４２

＝ａ －２ａｂ＋ｂ －５ａ＋５ｂ－２４２ ２

(５) ａ＋ｂ＝Ｍとおくと
２ ２(ａ＋ｂ－６) ＝(Ｍ－６)

＝Ｍ －１２Ｍ＋３６２

＝(ａ＋ｂ) －１２(ａ＋ｂ)＋３６２

＝ａ ＋２ａｂ＋ｂ －１２ａ－１２ｂ＋３６２ ２

(６) －４ａ(６－２ａ)＋５ａ(ａ＋３)＝－２４ａ＋８ａ ＋５ａ ＋１５ａ２ ２

＝１３ａ －９ａ２

(７) (χ－６)(χ＋６)－(χ－３) ＝(χ －３６)－(χ －６χ＋９)２ ２ ２

＝χ －３６－χ ＋６χ－９２ ２

＝６χ－４５
２ ２(８) ８(χ＋２) －２(３χ－２)

＝８(χ ＋４χ＋４)－２{(３χ) －２×２×３χ＋２ }２ ２ ２

＝８χ ＋３２χ＋３２－２(９χ －１２χ＋４)２ ２

＝８χ ＋３２χ＋３２－１８χ ＋２４χ－８２ ２

＝－１０χ ＋５６χ＋２４２

２

(１) (ａ＋ｂ) ＝ａ ＋２ａｂ＋ｂ を利用して (２) (ａ＋ｂ)(ａ－ｂ)＝ａ －ｂ を利用して２ ２ ２ ２ ２

３０２ ＝(３００＋２) ５３×４７＝(５０＋３)(５０－３)２ ２

２ ２ ２ ２＝３００ ＋２×３００×２＋２ ＝５０ －３

＝９００００＋１２００＋４ ＝２５００－９

＝９１２０４ ＝２４９１



数学３ １章 式の展開と因数分解「多項式の乗法」＜応用問題②＞

組 番 名前

１ 右のような「かけ算九九の表」があります。この表 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

の中から り出 １ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９12 15 のように４つの数の組を取

10 12 14 16 1816 20 ２ ２ ４ ６ ８

18 21 24 27すとき，どの組み合わせでも ３ ３ ６ ９ 12 15

12 24 28 32 36(左上の数)×(右下の数)＝(右上の数)×(左下の数) ４ ４ ８ 16 20

10 15 20 25 30 35 40 45になることを証明しなさい。 ５ ５

12 18 24 30 36 42 48 54６ ６

14 21 28 35 42 49 56 63７ ７

16 24 32 40 48 56 64 72８ ８

18 27 36 45 54 63 72 81９ ９

２ 下の図で，四角形ＡＢＣＤは，ＡＢ＝ａ㎝，ＢＣ＝ｂ㎝（ａ＜ｂ）の長方形です。この長方形

の内側に，ＡＢを１辺とする正方形ＡＢＥＦをつくり，次にＥＣを１辺とする正方形ＥＣＧＨを

つくります。さらに，ＧＤを１辺とする正方形ＩＪＧＤをつくります。

このとき，四角形ＦＨＪＩの面積をａ，ｂを使った式で表しなさい。

Ａ Ｆ Ｉ Ｄ

Ｈ Ｇ
Ｊ

Ｂ Ｅ Ｃ



数学３ １章 式の展開と因数分解「多項式の乗法」＜応用問題②・解答＞

１ ４つの数の組の，左上の数に注目する。

かけられる数(たての数)をｍ，かける数(横の数)をｎ

とすると，左上の数はｍｎと表せる。 ｍｎ ｍ(ｎ＋１)

左下の数は(ｍ＋１)ｎ

右上の数はｍ(ｎ＋１) (ｍ＋１)ｎ (ｍ＋１)(ｎ＋１)

右下の数は(ｍ＋１)(ｎ＋１)と表せるので，

(左上の数)×(右下の数)＝ｍｎ×(ｍ＋１)(ｎ＋１)

＝ｍｎ(ｍ＋１)(ｎ＋１)

(右上の数)×(左下の数)＝ｍ(ｎ＋１)×(ｍ＋１)ｎ

＝ｍｎ(ｍ＋１)(ｎ＋１)

よって，(左上の数)×(右下の数)＝(右上の数)×(左下の数)

２ ７ａｂ－６ａ －２ｂ （㎝ ）２ ２ ２

【解説】

ＡＢＥＦは正方形なのでＡＢ＝ＢＥ＝ａ

よってＥＣ＝ｂ－ａ （正方形ＥＣＧＨの１辺）

ＤＧ＝ＣＤ－ＣＧなので，ＤＧ＝ａ－（ｂ－ａ）

＝２ａ－ｂ （ 正方形ＩＪＧＤの１辺）

ＦＩ＝ＦＤ－ＩＤなので，ＦＩ＝（ｂ－ａ）－（２ａ－ｂ）

＝２ｂ－３ａ

四角形ＦＨＪＩは，縦：ＦＨ＝ＤＧ＝２ａ－ｂ

横：ＦＩ＝２ｂ－３ａ なので，
２ ２面積は（２ａ－ｂ）×（２ｂ－３ａ）＝７ａｂ－６ａ －２ｂ



数学３ １章 式の展開と因数分解「因数分解」＜準備問題＞

組 番 名前

１ 次の数を素因数分解しなさい。

(１) １０５ (２) ５０ (３) ４８

(４) ２４３ (５) ３９６

２ 次の にあてはまる数や式を求めなさい。

(１) (－４χ)× ＝－２０χｙ

３(２) ×５ａ＝２５ａ

２ ３ ２(３) ９ａｂ ｃ×（ )＝－３６ａｂ ｃ

(４)（ )×(５ａ＋ｂ－３)＝－２０ａ－４ｂ＋１２

(５) (－３ｍ)×( )＝２１ａｍ－１５ｂｍ ＋９ｍ２



数学３ １章 式の展開と因数分解「因数分解」＜準備問題・解答＞

１

(１) ３×５×７ (２) ２×５ (３) ２ ×３ (４) ３ (５) ２ ×３ ×１１２ ４ ５ ２ ２

【解説】

( １ ) (２) (３) (４)

( ５ )

２

(１) ５ｙ (２) ５ａ (３) －４ｂｃ２

(４) －４ (５) －７ａ＋５ｂｍ－３

２
５
５０
２５

５　

２

２
３

３

３９６

１９８
　９９

　３３

１１

３
５
１０５
３５

７

２
２

２

２

４８
２４

１２

６

３

３
３

３

３

２４３
８１

２７

９

３



χ２－χ＋
１

４

χ２－
２５

１

数学３ １章 式の展開と因数分解「因数分解」＜基本問題①＞

組 番 名前

１ 次の式を因数分解しなさい。

(１) ａｂ＋ａｙ (２) ３χ ＋χｙ２

(３) ９ａχ －６ａ ｙ (４) ６χ ｙｚ－２χｙｚ ＋４χｙ ｚ２ ２ ２ ２ ２

２ 次の式を因数分解しなさい。

(１) χ ＋４χ＋３ (２) χ －７χ＋１０２ ２

(３) χ －３χ－１０ (４) χ ＋χ－５６２ ２

(５) χ ＋１４χ＋４９ (６) χ －８χ＋１６２ ２

(７) (８) ｙ －８１２

(９) １－ａ ( )２ 10



(χ＋
１

５
)(χ－

１

５
)

(χ－
１

２
)２

数学３ １章 式の展開と因数分解「因数分解」＜基本問題①・解答＞

１

(１) ａ(ｂ＋ｙ) (２) χ(３χ＋ｙ)

(３) ３ａ(３χ －２ａｙ) (４) ２χｙｚ(３χ－ｚ＋２ｙ)２

２

(１) (χ＋１)(χ＋３) (２) (χ－２)(χ－５)

(３) (χ－５)(χ＋２) (４) (χ＋８)(χ－７)

２ ２(５) (χ＋７) (６) (χ－４)

(７) (８) (ｙ＋９)(ｙ－９)

(９) (１＋ａ)(１－ａ) ( )10

【解説】

(１)～(４) 公式χ ＋(ａ＋ｂ)χ＋ａｂ＝(χ＋ａ)(χ＋ｂ)を利用する。２

２ ２ ２ ２ ２ ２(５)～(７) 公式ａ ＋２ａｂ＋ｂ ＝(ａ＋ｂ) と ａ －２ａｂ＋ｂ ＝(ａ－ｂ)

を利用する。

(８)～( ) 公式ａ －ｂ ＝(ａ＋ｂ)(ａ－ｂ)を利用する。10 ２ ２



数学３ １章 式の展開と因数分解「因数分解」＜基本問題②＞

組 番 名前

１ 次の式を因数分解しなさい。

２ ２ ２ ２(１) χ －χｙ－１２ｙ (２) ９χ －６χｙ＋ｙ

２ ２(３) ２５ａ －３６ｂ

２ 次の式を因数分解しなさい。

(１) ２ａχ ＋４ａχ－３０ａ (２) χ ｙ－９ｙ２ ２

３ 次の式を因数分解しなさい。

(１) ａ(２χ＋３ｙ)－２ｂ(２χ＋３ｙ) (２) (χ－１) ＋６(χ－１)－２７２

２ ２(３) ａｂ－ｂ－２ａ＋２ (４) ａ －６ａ＋９－ｂ

(５) ａ ＋２ａｂ＋ｂ ＋８ａ＋８ｂ＋７２ ２



数学３ １章 式の展開と因数分解「因数分解」＜基本問題②・解答＞

１ (１) (χ＋３ｙ)(χ－４ｙ) (２) (３χ－ｙ) (３) (５ａ＋６ｂ)(５ａ－６ｂ)２

【解説】

(１) χ －χｙ－１２ｙ ＝χ ＋(３ｙ－４ｙ)χ＋３ｙ×(－４ｙ)２ ２ ２

＝(χ＋３ｙ)(χ－４ｙ)
２ ２ ２ ２(２) ９χ －６χｙ＋ｙ ＝(３χ) －２×ｙ×３χ＋ｙ

２＝(３χ－ｙ)
２ ２ ２ ２(３) ２５ａ －３６ｂ ＝(５ａ) －(６ｂ)

＝(５ａ＋６ｂ)(５ａ－６ｂ)

２ (１) ２ａ(χ＋５)(χ－３) (２) ｙ(χ＋３)(χ－３)

【解説】

(１) ２ａχ ＋４ａχ－３０ａ＝２ａ(χ ＋２χ－１５)２ ２

＝２ａ(χ＋５)(χ－３)

(２) χ ｙ－９ｙ＝ｙ(χ －９)２ ２

＝ｙ(χ＋３)(χ－３)

３□
(１) (２χ＋３ｙ)(ａ－２ｂ) (２) (χ＋８)(χ－４)

(３) (ａ－１)(ｂ－２) (４) (ａ－３＋ｂ)(ａ－３－ｂ)

(５) (ａ＋ｂ＋１)(ａ＋ｂ＋７)

【解説】

(１) ２χ＋３ｙ＝Ａとおく。

ａ(２χ＋３ｙ)－２ｂ(２χ＋３ｙ)＝ａＡ－２ｂＡ

＝Ａ(ａ－２ｂ)

＝(２χ＋３ｙ)(ａ－２ｂ)

(２) χ－１＝Ａとおく。

(χ－１) ＋６(χ－１)－２７＝Ａ ＋６Ａ－２７２ ２

＝(Ａ＋９)(Ａ－３)

＝{(χ－１)＋９}{(χ－１)－３}

＝(χ＋８)(χ－４)

(３) ａｂ－ｂ－２ａ＋２＝(ａｂ－ｂ)＋(－２ａ＋２)

＝ｂ(ａ－１)－２(ａ－１)

＝(ａ－１)(ｂ－２)
２ ２ ２ ２(４) ａ －６ａ＋９－ｂ ＝(ａ －６ａ＋９)－ｂ

２ ２＝(ａ－３) －ｂ

＝{(ａ－３)＋ｂ}{(ａ－３)－ｂ}

＝(ａ－３＋ｂ)(ａ－３－ｂ)

(５) ａ ＋２ａｂ＋ｂ ＋８ａ＋８ｂ＋７２ ２

＝(ａ ＋２ａｂ＋ｂ )＋(８ａ＋８ｂ)＋７２ ２

＝(ａ＋ｂ) ＋８(ａ＋ｂ)＋７＝{(ａ＋ｂ)＋１}{(ａ＋ｂ)＋７}２

＝(ａ＋ｂ＋１)(ａ＋ｂ＋７)



数学３ １章 式の展開と因数分解「因数分解」＜応用問題①＞

組 番 名前

１ 次の式の値を求めなさい。

(１) ａ＝７５，ｂ＝２５のとき，ａ －ｂ の値２ ２

７ ５
(２) ａ＝ ，ｂ＝ のとき （３ａ＋２ｂ) －(３ａ－２ｂ) の値， ２ ２

６ ４

(３) ａ＝１７５，ｂ＝２７のとき （ａ＋ｂ) －４(ａ＋ｂ)＋４ の値， ２

(４) ａ＝７５，ｂ＝２２のとき，ａ ＋２ａｂ＋ｂ －９の値２ ２

２ 次の式を工夫して計算をしなさい （途中の計算も書きなさい ）。 。

（１）６５ －３５ （２）７５ ×３１４－２５ ×３１４２ ２ ２ ２. . . .



数学３ １章 式の展開と因数分解「因数分解」＜応用問題①・解答＞

１

(１) ５０００ （２）３５ （３）４００００ (４) ９４００

【解説】

(１) ａ －ｂ ＝(ａ＋ｂ)(ａ－ｂ)２ ２

＝(７５＋２５)(７５－２５)

＝１００×５０

＝５０００

(２) （３ａ＋２ｂ) －(３ａ－２ｂ) （１）と同様の因数分解の考え方！２ ２

＝｛ ３ａ＋２ｂ）＋（３ａ－２ｂ ｝×｛ ３ａ＋２ｂ）－（３ａ－２ｂ ｝（ ） （ ）

＝ ６ａ×４ｂ

＝ ２４ａｂ

７ ５
×＝２４×

６ ４

＝３５

２ ２(３) （ａ＋ｂ) －４(ａ＋ｂ)＋４ ＝｛ ａ＋ｂ)－２｝（
２＝（１７５＋２７－２）

２＝２００

＝４００００

(４) ａ ＋２ａｂ＋ｂ －９＝(ａ ＋２ａｂ＋ｂ )－９２ ２ ２ ２

２ ２＝(ａ＋ｂ) －３

＝{(ａ＋ｂ)＋３}{(ａ＋ｂ)－３}

＝(ａ＋ｂ＋３)(ａ＋ｂ－３)

＝(７５＋２２＋３)(７５＋２２－３)

＝１００×９４

＝９４００

（１）３０００ （２）１５７

【解説】

(１) ６５ －３５ ＝（６５＋３５ （６５－３５）２ ２ ）

＝１００×３０

＝３０００

(２) ７ ５ ×３１４－２５ ×３１４＝（７５ －２５ ）×３１４. . . . . . .２ ２ ２ ２

＝（７５＋２５ （７５－２５）×３１４. . . . .）

＝１０×５×３１４.
＝１５７



数学３ １章 式の展開と因数分解「因数分解」＜応用問題②＞

組 番 名前

１ ２けたの自然数Ａと，その自然数の十の位の数字と一の位の数字を入れ替えた自然数Ｂがありま

す。それぞれの自然数を２乗してから差をとると４９５になりました。この２つの自然数を求めな

さい。ただし，Ａ＞Ｂとします。

２ 太郎君は「連続する２つの偶数の積に１を加えた数は奇数の２乗になる 」ことを証明しようと。

して，次のように途中まで書きました。しかし，この途中まで書いた証明には誤りがあります。

このことについて，次の問いに答えなさい。

【証明】 ｎを整数とすると，連続する２つの偶数はｎ，ｎ＋２と表される。

このとき，連続する２つの偶数の積に１を加えた数は，

ｎ（ｎ＋２）＋１＝ｎ ＋２ｎ＋１２

＝

（１）太郎君の誤りは何か説明しなさい。

（２）誤りを訂正し，正しい証明を書きなさい。

【思・判・表】

【思・判・表】



数学３ １章 式の展開と因数分解「因数分解」＜応用問題②・解答＞

１ ３２ と ２３

【解説】

２けたの自然数Ａを１０ａ＋ｂとすると，

十の位と一の位の数字を入れ替えた自然数Ｂは１０ｂ＋ａと表される。

よって，
２ ２ ２ ２Ａ －Ｂ ＝(１０ａ＋ｂ) －(１０ｂ＋ａ)

＝{(１０ａ＋ｂ)＋(１０ｂ＋ａ)}{(１０ａ＋ｂ)－(１０ｂ＋ａ)}

＝(１１ａ＋１１ｂ)(９ａ－９ｂ)

＝１１(ａ＋ｂ)×９(ａ－ｂ)

＝９９(ａ＋ｂ)(ａ－ｂ)

したがって，９９(ａ＋ｂ)(ａ－ｂ)＝４９５

両辺を９９で割って (ａ＋ｂ)(ａ－ｂ)＝５

ａ，ｂは自然数だからａ＋ｂ＞ａ－ｂ

また，５は素数より，ａ＋ｂ＝５，ａ－ｂ＝１となる。

これを解いて ａ＝３，ｂ＝２

これは問題に適している。

２つの自然数は３２と２３である。

２

（１）１行目の「連続する２つの偶数はｎ，ｎ＋２と表される 」が誤り。。

偶数は２の倍数といえるので，

「ｎを整数とすると，連続する２つの偶数は２ｎ，２ｎ＋２と表せる 」。

（２）

【証明】 ｎを整数とすると，連続する２つの偶数は２ｎ，２ｎ＋２と表せる。

このとき，連続する２つの偶数の積に１を加えた数は，

２ｎ（２ｎ＋２）＋１＝４ｎ ＋４ｎ＋１２

＝（２ｎ＋１） ←因数分解２

ｎは整数なので，２ｎ＋１は奇数である。

よって，連続する２つの偶数の積に１を加えた数は奇数の２乗になる。


